
ネイチャーホール改修断面図
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X9 X10 X11 X12 X13

図面名称 通し番号

契約用図面番号

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

改 修

4
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事
務
所

ＡーＡ断面図 1/100

RSL2

2FL

RSL1 (3FL)

柱型

Ｂ５Ｓｂ４

システムメッシュ天井新設

野縁受け取付材 新設

天井補強材 新設

Ｓｂ４

ＳＧ１

G：PL-9

HTB 2-M16

天井補強材

レール 既設のまま

柱型

Ｇ４

Ｇ３

ＳＧ１
Ｓｂ4 Ｓｂ4 Ｓｂ4 Ｓｂ4Ｓｂ4

天井補強材 新設

［-150×75×6.5×10
天井補強材

＠2,525

野縁受け取付材
C-100×50×20×2.3

＠900

メッシュパネル

既存T型ランナー

※レール両サイド共

レール 既設のまま

H200×200×8×12

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ ﾚｰﾙ詳細図（１） 1/30

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ ﾚｰﾙ詳細図（２） 1/30

PL-12

［-150×75×6.5×10

メッシュパネル

既存T型ランナー
※レール両サイド共

スラブコンクリートｔ150
フラットデッキｔ1.2

既設スライディングウォール

レール

レール システムメッシュ天井新設

既設スライディングウォール

下がり天井部 壁下地補強

図面番号
ＤーＤ断面図 1/100

22 022

22
地方独立行政法人

大阪市博物館機構

図24詳細図参照
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図面名称 通し番号

契約用図面番号

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

J I H

ネイチャーホール

ネイチャーホール改修断面詳細図（1）

ＳＧ１

Ｓｂ4
Ｓｂ4

1,172.5

スラブコンクリートｔ150
フラットデッキｔ1.2

C
H=
7
,0
0
0

支持金物Ａ

補強PL SUS-PL2.3

曲げ加工 貫通ボルトＭ8

天井受け材 C-100×50×20×2.3

L-40×40×3

L=100 2-M10

R10

（支持金物Ｂ）

（吊金物Ａ）

（支持金物Ａ ）

5,800

29,000

Ｇ４

天井補強材［-150×75×6.5×10

スライディングウォールレール
既設のまま

スライディングウォールレール
既設のまま

システムメッシュ天井

照明ボックス一時取外し、再取付
化粧鋼板加工品

M6（座金あり）

L-40×40×3

支持金物Ｂ

設
計
事
務
所

R10

ｔ=2.3mm

ＨＢ

ＨＢ ｂｂｂ

Ｓｂ4

照明ボックス補強フレーム

ＴＢ１

Ｂ

L-40×40×3 ＠600

L-75×75×6

GPL9.0

23

23

023

地方独立行政法人

大阪市博物館機構

ＡーＡ断面詳細図 1/30ＡーＡ断面詳細図 1/30

L-75×75×6
照明ボックス吊りアングル

照明ボックス吊り材受け
C-100×50×20×2.3(通し)×2

PL-4.5加工
140×180

33

500949.9920
1,172.5 1,260 4351,172.5500 1,260 1,172.5500 1,260

2
,2

0
0

2,
10

0
10
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＠1100

2.3

図面番号
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G F

柱型
Ｇ３

Ｓｂ4 Ｓｂ4

29,000

5,800

3,
48
0

C
H=
3
,5
2
0

スラブコンクリートｔ150
フラットデッキｔ1.2

スライディングウォールレール
既設のまま

空調吹出し口用開口

スライディングウォールレール
既設のまま

システムメッシュ天井

ネイチャーホール

化粧鋼板加工品
照明ボックス一時取外し、再取付

石こうボードｔ=12.5の上
壁：石こうボードｔ＝9.5下地

塗装クロス張りＥＰ塗り
（既存LGS存置）

下がり壁振止め補強材

＠1800

受つなぎ材

止めアングルPL-4.5

＠900

石こうボードｔ=12.5の上
天井：石こうボードｔ＝9.5下地

塗装クロス張りＥＰ塗り
（LGS撤去新設）

CH
=7

,0
00

あ

い

G

スライディングウォール
パネル姿図

あ

い

樹脂緩衝材 脱着

天井仕上面

2FL

化粧鋼板

スライディングウォール
パネル改修詳細図

天井補強材［-150×75×6.5×10

リブPL-6×150×150

515×515

［-125×65×6×8

［-125×65×6×8

130×45曲げ加工W45

ｱﾙﾐﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ 脱着
ｸﾛｽ張替（ｴﾝﾄﾞ巻込み）

下地：ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt＝5.5+4.0

ｱﾙﾐﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ 脱着

下地：ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔt＝5.5+4.0

存置

ｸﾛｽ張替（ｴﾝﾄﾞ巻込み）

天井仕上面

調整巾木 存置ｱﾙﾐ巾木 存置

存置

6,
8
70

CH
=7
,
00
0

2,570

2FL

H=
3
,0
0
0

C
H=
7
,0
0
0

3
0

6,
8
70

10
0

3
0
00

2,570

断面図 1/10

断面図 1/10

照明ボックス吊りアングル

ｂ

ＨＢ

ＨＢ ｂ ｂ

照明ボックス吊り材受け
C-100×50×20×2.3(通し)×2

照明ボックス補強フレーム

Ｓｂ4

L-40×40×3 ＠600

L-75×75×6

L-75×75×6

GPL9.0

G・PL-6 2-M12

接着系アンカー 2-M12

図面名称 通し番号

契約用図面番号

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

E

ネイチャーホール改修断面詳細図（2） 24

24

024

下がり壁振止め補強材を
取付けるものとする

※［-125×65×6×8 2段架けて

アンカー打設時は探査を行い
鉄筋、埋設管を確認する事

地方独立行政法人

大阪市博物館機構

ＴＢ１：［-150×75×6.5×10

ＡーＡ断面詳細図 1/30
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設
計
事
務
所

1,172.5 1,260 435 1,172.51,260435 1,172.5 5001,260

1,0353,095 1,270 400
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5,800 5,800

62
0

4
35

1,695 2,435

5
00

1,100

3
50

1
20

3
0

1
0050

50

2520

125125

25 20

31

30

図面番号

張替えはパネル両面とする。

パネルクロスは、織物クロスとし、

(株)サンゲツ SGA-281 同等品以上とする。

大阪市立自然史博物館新館天井改修その他工事



図面名称 通し番号

契約用図面番号

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

地方独立行政法人

大阪市博物館機構

柱型
Ｇ３

Ｓｂ4

F E

GPL6.0 HTB 2M16

ｂ

C
H=
3
,5
2
0

ＦーＦ断面詳細図 1/30

3
,4
8
0

1
05

5
スライディングウォールレール
既設のまま

GPL9.0

柱型
Ｇ３

Ｓｂ4

GPL6.0 HTB 2M16

1,230 1 865

GPL9.0

F E

ＧーＧ断面詳細図 1/30

25 025

25

33

1
05

5

ｂ

石こうボードｔ=12.5の上
壁：石こうボードｔ＝9.5下地

塗装クロス張りＥＰ塗り
（既存LGS存置）

石こうボードｔ=12.5新設、ＥＰ塗り

（LGS新設）

ネイチャーホール

C
H=
7,
00

0

C
H=
7,
00

0

ネイチャーホール

スライディングウォールレール
既設のまま

石こうボードｔ=12 5新設、ＥＰ塗り

（LGS新設）

壁：仕上・下地共存置

スライディング

ウォール収納庫

スライディング

ウォール収納庫

L-75×75×6

ＴＢ２：［-200×80×7.5×11

L-75×75×6

ＴＢ２：［-200×80×7.5×11

ＨＢ：［-150×75×6.5×10 ＨＢ：［-150×75×6.5×10［-100×50× ×7.5

L-75×75×6

1
90 1
90 19
0

ネイチャーホール改修断面詳細図（3

設
計
事
務
所

1,0353,095 1,270 400

1,100

5,800

1,035 1,270 400

5,800

図面番号
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図面名称 通し番号

契約用図面番号

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

X9 X10 X11

5,6005,600

22,400

5,600

Ｓｂ４

天井受け材 新設

9
,
2
0
0

RSL2

2FL

X12 X13

5,600

22,400

柱型

Ｂ５

C
H
=
7
,
0
0
0

RSL2

2FL

Ｓｂ４Ｓｂ４Ｓｂ４Ｓｂ４Ｓｂ４

430

Ｓｂ４ Ｓｂ４ Ｓｂ４

X11X9

22,400

C
H
=
7
,
0
0
0

9
,
2
0
0

システム天井 T型ランナー（2列）存置

天井補強材 新設 天井補強材 新設

スライディングウォールレール存置

2,800 2,8002,800700 1,557.5

87.5

2,800

2,800

断面詳細図 1/30

システム天井 ランナー新設

（ラインダクト仕様）

システムメッシュ天井新設

25

照明ボックス吊りアングル

照明ボックス補強フレーム

ネイチャーホール

ネイチャーホール

天井補強材 新設

システム天井 ランナー新設

（ラインダクト仕様）

天井受け材 新設

天井受け材 新設

システムメッシュ天井新設

システム天井 T型ランナー（2列）存置

スライディングウォールレール存置

天井受け材 新設

照明ボックス一時取外し、再取付

化粧鋼板加工品

システム天井 ハンガー

＠1050（メインバー固定）

石こうボードｔ=12.5接着張り

照明器具受け：化粧鋼板ＰＬ-0.6

曲げ加工

照明器具受け：化粧鋼板ＰＬ-0.6

曲げ加工

石こうボードｔ=12.5接着張り

SUSビス止め2-M4 システム天井メッシュ

照明器具受け 詳細図 1/10

※照明器具は、別途電気設備工事

※位置は別図「改修天井伏図」による。

［-150×75×6.5×10 ［-150×75×6.5×10

L-40×40×4 ＠600

［-150×75×6.5×10

C-100×50×20×2.3 新設

C-100×50×20×2.3 新設

C-100×50×20×2.3 新設

図面番号

穴明け5 Φ

L-75×75×6

地方独立行政法人

大阪市博物館機構

C-100×50×20×2.3 新設

HB HBHBHB HB HB HB HB

HB HB HB HB

HB

ＤーＤ断面詳細図 1/30

26ネイチャーホール改修断面詳細図（4） 026

26

33

ﾈｺ：L-40×40×3

（LGS下地共新設）

石こうボードｔ=9.5+12.5 新設 ジョイント工法 EP塗り

照明ボックス吊り材受け
C-100×50×20×2.3(通し)×2

照明ボックス一時取外し、再取付
化粧鋼板加工品

天井補強材 新設

［-150×75×6.5×10

照明ボックス吊り材受け
C-100×50×20×2.3(通し)×2

照明ボックス補強フレーム

L-40×40×3 ＠600

設
計
事
務
所

2
,
2
0
0

5,600

4002,122.5 6001,390

2
,
2
0
0

700

87.5

700 300

515

1
0
30

60

8
0
0

1,800

900

1 300

300 300

10

200

1010

95

10 197 10

61 51
10
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図面名称 通し番号

契約用図面番号

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

アトリウム上部吹抜け

X8 X9 X10 X11 X12 X13 1

C

D

E

F

G

H

I

J

Y10

Y8

25,300

X1

X2

X3

X4

X5

10,300

7,500

7,500

8,500

Y6

Y12

Y14

パラペット エ ：金属笠木ジョイント防水改修

ネイチャーホール

改 修

ネイチャーホール屋根伏図 1/200 設
計
事
務
所

図面番号

地方独立行政法人

大阪市博物館機構
33

27 027

27

31 000

5 600 5 600 5 600 5 600 5 600 3 000

4
0

60
0

5
80

0
5

80
0

5
80

0
5

80
0

5
80

0
5

80
0

5
80

0

10
,8
30

10
83
0

1
25
0

10
83
0

9
50
0

1,750
2 000

3 750

1,
00
0

,0
00

27,490

屋上改修平面図

大阪市立自然史博物館新館天井改修その他工事



図面名称 通し番号

契約用図面番号

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

@2900内外

@2
90

0内
外

パラペット笠木：アルミパネル焼付塗装

既設のまま

パラペット笠木：コンクリート打放しの上、塗膜防水

既設のまま

パラペット笠木：ジョイント目地シール（ブリッジ工法）

MS-2 40×20 糸L＝840

1/10パラペット エ 詳細図（金属笠木部） 【R1階 外周】

改修

▽
RSL3

MS-2 40×20 糸L＝840

防水保護板：押出成形セメント板t=15 既設のまま

防水押えコンクリート 既設のまま

（アスファルト保護防水）

MS-2 20×10

目地シールリング打替

MS-2 20×10

目地シールリング打替

パラペット笠木 ジョイント目地シール（ブリッジ工法）

平面図

断面図

▽
パラペット天端

設
計
事
務
所

図面番号

地方独立行政法人

大阪市博物館機構
33

28

28 028

40

13
0

4
10

2
50

6
60

1,000

40

1,
00

0

1
,0

00

5
0

250 410 130

45

20

20

40

20

5
0

4
00

ネイチャーホール 屋上改修部分詳細図

大阪市立自然史博物館新館天井改修その他工事



図面名称 通し番号

契約用図面番号

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

D

E

F

G

H

I

J

K

L

F

G

H

I

J

7 8 9 10

【凡例】 印は既存部分の改修工事を示す。

立上り防水改修

タラップ架台 既設防水撤去の上

シート防水新設

既 設 内 容

不陸調整部分（下地不良箇所）を示す。

シート防水改修範囲

1000×1000 2ヶ所

2000×2000 1ヶ所

※下地不良箇所は水溜りなき様、不陸調整のため

既設シート防水層の撤去を部分的に行うこと。

屋上防水改修範囲を示す

屋上防水

：既設防水のままシート防水新設

1/200

A

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

既設脱気筒撤去の上新設：４ヶ所ホ

A

B

C

D

E

１：既設シート防水面高圧洗浄の上、付着物ケレン処理を行う。

２：防水工事 ※防水シートは、高反射仕様とする。

イ

ロ

ハ

ニ

架台天端：既設シート防水撤去、下地調整の上合成高分子ルーフィング

平部 Ｓ－Ｍ２：既設シート防水の上合成高分子ルーフィング

立上り部 Ｓ－Ｆ２：既設シート防水撤去、下地調整の上

スムーズになるよう施工の事。）

シート防水ｔ-1.5 機械的固定工法（ディスク工法にて施工）

シート防水ｔ-1.5新設 接着工法

（誘水管設置に際しては既設ドレインに密着させ、水の流れが

屋上防水改修工事概要

屋根伏図 1/200

※改修内容は第三展示場屋根伏図による。

パラペット ア 

パラペット イ 

パラペット ウ 

立上り防水改修

パラペット イ 

立上り防水改修

設
計
事
務
所

図面番号

地方独立行政法人

大阪市博物館機構
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第３展示場 屋根伏図

立上り防水改修

立上り防水改修

第３展示場 屋上改修平面図

合成高分子ルーフィングシート防水ｔ-1.5 接着工法

  ルーフドレイン７ヶ所 撤去新設

ドレイン廻り、誘水管接続の上ストレーナー設置：７ヶ所

パラペット ウ 

大阪市立自然史博物館新館天井改修その他工事



図面名称 通し番号

契約用図面番号

00

図面ｻｲｽﾞ:A2
工事名称

（一財）大 阪 建 築 技 術 協 会

令和元年度

防水改修要領

【改修 Ａ 】

【改修 Ｂ 】

【改修 Ｃ 】

取付方法については、メ－カ－仕様に依る

塩ビ被覆鋼板① 塩ビ被覆鋼板②

50

55

55

平型【一般部】

Ｌ型

【ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ～平場 入隅部】

塩ビ被覆鋼板③

10

50

【側溝 入隅部】

アルミ端末金物① アルミ端末金物②

7

35

5

【ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ 入隅部】 【ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ 出隅部】

アルミ水切金物①

10

アルミ水切金物②

32

▽
RSL3

▽
RSL3

1/10パラペット ア 詳細図（塩ビシート立上り部） 【R3階 外周】

改修

1/10パラペット ウ 詳細図（塩ビシート立上り部） 【R3階 外壁】

改修

塩ビ被覆鋼板①

塩ビ被覆鋼板①

アルミ水切金物①

アルミ端末金物①

▽
パラペット天端

▽
パラペット天端

パラペット笠木下がり

平場部【改修 Ａ 】

パラペット立上り【改修 Ｂ 】

【改修 Ｃ 】

パラペット立上り部

既設シート防水撤去

（アルミ押え金物共）

※平場・排水溝防水層存置のこと

現況

平場部【改修 Ａ 】

パラペット笠木下がり

【改修 Ｃ 】

パラペット立上り部

既設シート防水撤去

（アルミ押え金物共）

※平場・排水溝防水層存置のこと

現況

30

【ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ 入隅部】 【ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ 目地部】

15

90

40

※塩ビシート防水は、防水シートを高反射仕様とする。

アルミ水切金物①

アルミ端末金物①

塩ビ被覆鋼板①

パラペット立上り【改修 Ｂ 】

図面番号

地方独立行政法人

大阪市博物館機構

▽
RSL3

1/10パラペット イ 詳細図（塩ビシート立上り部） 【R3階 外周】

改修

▽
パラペット天端

平場部【改修 Ａ 】

現況

既設シート防水撤去

（アルミ押え金物共）

※平場・排水溝防水層存置のこと
タラップ 既設のまま

平場部【改修Ａ】

排水溝【改修Ａ】

基礎立上り

【改修Ｂ】

タラップ 既設のまま

【改修Ｃ】

平場部

【改修Ａ】

※架台基礎四周

【改修Ｂ】

アルミ水切金物②

1/10タラップ基礎 A 詳細図（塩ビシート立上り部） 【R3階】

【改修Ｂ】

【改修Ａ】

ア

ア 断面図

アルミ水切金物①

アルミ端末金物①

パラペット立上り部

パラペット笠木下がり

【改修 Ｃ 】

パラペット立上り

【改修 Ｂ 】

塩ビ被覆鋼板①

タラップ基礎取合い部

塗膜防水巻上げ H=50

タラップ基礎取合い部

塗膜防水巻上げ H=50

（金属プライマー）

パラペット立上り

タラップ基礎笠木

塩ビ被覆鋼板①

塩ビ被覆鋼板①

塩ビ被覆鋼板① 塩ビ被覆鋼板①
塩ビ被覆鋼板①

※防水工事に先立ち、不要金物等がある場合は撤去し、仕舞い付けをする。

  (ジャッキアップを行う際に在来設備機器を破損しないように注意しながら施工する)

※防水施工時に支障となる設備機器架台は、ジャッキアップを行い施工する。

※モルタルの欠け、ひび割れ等は補修を行うこと。

・ケレン・清掃(高圧水洗浄等)を行う。

● 下地処理について

・接着工法(立上部)については、樹脂モルタルにて下地調整を行う。（塗厚  ・ 1.0㎜ ・ 2.0㎜

● 塗膜防水について

・ウレタン系塗膜防水のＸ－２仕様とする。

《特記事項》

  (但し、脱気筒を設置する場合は、防水メ－カ－のステンレス製仕様とする)

・脱気装置は特記なき限り、ル－フィングシ－ト製造所の指定する脱気方法とする。

● シ－ト防水について

・合成高分子ル－フィング防水（高反射複合シート塩化ビニル樹脂系 JIS-A-6008）

・シート相互の接続端部及び固定用金物面シート端部に施すシール材は、メーカー仕様

  アルミ水切、アルミ端部金物に施すシール材は、変性シリコン系 MS-2)とし

とする。 ・塗膜防水と既設鋼材との取合部には金属プライマーを塗布する。

・塩ビシ－ト防水・塗膜防水取合いについては、塗膜防水の

塗り重ね 150㎜以上)を行う。

  特記なき寸法は、10ｘ10とする。

  立上部：接着工法(S-F2)、平面部(側溝含む)：機械的固定工法(S-M2)

・特記なき限り防水工法は下記による。

・平面部(ｱ)1.5mm以上、立上部 ｱ)1.5mm以上

既存押えコンクリートの上、

＜パラペット笠木下がり＞

樹脂モルタル薄塗下地処理後、塩ビシ－ト防水敷設（接着工法）

塩ビシ－ト防水敷設 機械的固定工法）

＜屋根平場部・排水溝＞

＜パラペット立上り＞ ※パラペット立上がり見え係り部、防水撤去後

既存モルタル面、

ウレタン塗膜防水（X-2）塗布

既存コンクリート面ケレン清掃の上、

シーリング新設（ＭＳ-2）

＜防水端部等＞
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第３展示場 屋上改修部分詳細図
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完全溶込み板継手において、突合わせる部材の板厚に差があり、

3-3 部分溶込み溶接

3-5 板厚の異なる継手3-4 フレア溶接

（1） 母屋、胴縁等の非構造部材の取り付け用ボルトの場合は、ボルト径+1.0mとしてもよい。

［注］（ ）は応力方向にボルトが3本以上並ばない場合

2-5 縁端距離及びピッチ

2-4 ボルトの孔径

ボルトの孔径（ｍｍ）

3-8 現場溶接（改良型 スカラップを原則とする。）

柱フランジ

裏当て金

・従来型スカラップ

5ｍｍ程度かわす

梁フランジ

5ｍｍ程度かわす

梁フランジ

柱フランジ

裏当て金

・改良型スカラップ ・従来型スカラップ

・ノンスカラップＢ型

・ノンスカラップα型

3-7 スカラップ（ノンスカラップ及び改良型 スカラップを原則とする。）

・ノンスカラップＡ型

t1

・ノンスカラップ

丸鋼等両面溶接

・従来型スカラップ

うえ決定する。

し、ダイヤフラムと梁フランジとの板継ぎは別途監督員と協議の

うに原則として厚い方の板に1/2.5以下の勾配をとる。ただ

段差が手溶接及び半自動溶接で10ｍｍを超える場合は上図のよ

・ノンスカラップβ型 ・従来型スカラップ

（2） 溶融亜鉛メッキ高力ボルトのすべり係数は、０.４以上とする。摩擦面は軽くブラスト処理を行い、表面粗度を

除去した後、一様に錆を発生させるかショットブラスト法またはグリットブラスト法により表面処理を行い、

（1） ＪＩＳの高力ボルト、トルシア形高力ボルトのすべり係数は0.45以上とする。摩擦面は、ミルスケ－ルを

（3） フィラープレートはSS400以上の鋼板とし、摩擦面の処理は上記(1),(2)に準じる。

表面粗度を50μｍＲｙ以上確保する。

50μｍＲｙ以上確保する。

2-3 摩擦面等の処理

溶融亜鉛メッキ高力ボルト １種Ａ  （Ｆ8Ｔ相当）

トルシア形高力ボルト 2種A （Ｓ10Ｔ）

2-2 ボルトの長さ

締付け長さに加える長さ（ｍｍ）

設計図及び特記仕様書に記載のあるもののほかは、本標準図による。

ＪＩＳの高力ボルト 2種A B（Ｆ10Ｔ）

2.高力ボルト及びボルト接合

2-1 高力ボルトの材種

1.一般事項

3-2 すみ肉溶接

・ｔはｔ1,ｔ2の薄い方の板厚

とする。

G=t

t

裏はつり後溶接

裏はつり後溶接

［注］ 下図によらない場合は監督員の指示による。

3-1 完全溶込み溶接

3.溶接

4-2 鉄筋貫通孔要領3-6 スニップカット要領

（4）鋼管スリ－ブの材質は特記又は図示以外ＳＴＫ400とする。

   図示なき場合は、次式にて算定し監督員の承諾を得る。

（3）補強プレ－トは梁ウエブと同材質とし、原則図示による。

（2）＃1=3φまたは、＃2のうち小さい方とする。

・改良型スカラップ

4-3 梁貫通孔補強

ＪＡＳＳ6改良Ａ型 ＪＡＳＳ6改良Ｂ型 

・ｔ1とｔ2の板厚差は3ｍｍ以上とする

標準寸法は下表による。

・ビルトＨのスニップカットは

Ｓｃ=ｒ+2とする

・ロ－ルＨのスニップカットは

スニップカット

ＪＡＳＳ6改良Ａ型 

ビルトＨ ロ－ルＨ

スニップカット

ＪＡＳＳ6改良Ｂ型 

［注］

(1)φ≦0.5Ｈかつφ≦0.3Ｄ

D:コンクリ－ト梁成

φ:貫通孔内径寸法

Ｂ：コンクリ－ト梁幅

H：鉄骨梁成

tf：鉄骨梁フランジ厚

tw:鉄骨梁ウェブ厚

ts：鋼管スリーブ厚

柱フ－プ貫通孔

梁主筋貫通孔

認できた場合には、適用とする。また、溶接技能者は該当する溶接方法・板厚及び溶接姿勢に

でも溶接性試験により従来の鋼製エンドタブ工法を用いた場合と同等以上の溶接部の品質が確

は、下向溶接を基本とし鋼材は溶接構造用圧延鋼材( M, N)とする。ただし、それ以外

・エンドタブをフラックスやセラミック等を焼結した固形タブを用いた代替タブ工法の適用範囲

・エンドタブは直接、母材に溶接してはならない。ただし、組立てて溶接を再溶融させる場合は、

部及びスカラップ部から10ｍｍの範囲を

Ｓ=4～6ｍｍ

隅肉溶接：溶接長=40～60ｍｍ

フランジの溶接部における裏あて金は梁端

（2）柱と梁のＴ継手及び通しダイヤフラムと梁

3-10 裏あて金

4.貫通孔の径

4-1 鉄筋貫通孔の径

裏はつり後溶接 60
裏はつり後溶接

(1)材質は母材と同等以上とする。

避け溶接する。（Ａ部またはＢ部）
Ｂ部

溶接技能者技量付加試験（AW検定試験又は同等以上)に合格した有資格者とする。

Ａ部（エンドタブ）

応じたJIS Z 3841の溶接技術検定試験に合格した有資格者で、該当するタブ工法の

裏あて金

［注］

裏あて金の厚さ（ｍｍ）

3-9 エンドタブ

35

裏当て金 ・エンドタブは切断しなくてもよい。切断する場合は特記又は図示による。

エンドタブの長さ（単位：ｍｍ）

・金属製以外のものを使用する工法の場合は、監督員の承諾を得る。

開先内に組立て溶接を行ってもよい。

・材質は母材と同等以上のものし、形状は同厚・同開先のものを用いる。エンドタブ

また、本標準図に記載のない事項は、ＪＡＳＳ6（2015）による。
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正
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令和元年度
工事名称

図面ｻｲｽﾞ:A2

図面名称 通し番号 図面番号

契約用図面番号

(一財)大阪建築技術協会

鉄骨標準図

地方独立行政法人

大阪市博物館機構
31

33

31 031

柱×梁の現場溶接 梁×梁の現場溶接

見上げ図

自動溶接

半自動溶接

溶接工法

35以上手溶接

70以上

38以上

Ｌｓ

355.6φｘ9.5

318.5φｘ7.0

267.4φｘ7.0

350φ

300φ

250φ

336.6

304.5

253.4

216.3φｘ6.0

190.7φｘ5.0

165.2φｘ5.0

139.8φｘ4.5

200φ

175φ

150φ

125φ

114.3φｘ4.5

(mm)

100φ

貫通孔

スリ－ブ

鋼 管

204.3

180.7

155.2

130.8

(mm)

105.3

φ

45(60)M24

ボルト軸径

M22

M20

Ｍ16

40 55)

40 50)

ｅ（ｍｍ）

縁端距離

40

70

60

ｐ（ｍｍ）

ピッチ

22.5普通ボルト 1) 20.516.512.5

アンカ－ボルト 17 21 25

ボルトの呼び径

ボルトの種別

トルシア形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

ＪＩＳの高力ボルト 14

Ｍ12

18

18

22

22

18

Ｍ16

22

M20

24.5

27 29

24

24

26
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M24

24

M22

26

溶融亜鉛メッキ高力ボルト 25 30 35

ボルトの呼び径

ボルトの種別

トルシア形高力ボルト

ＪＩＳの高力ボルト 25
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